
 

 

６月７～９日に小真木原総合体育館等で開催された県高校総体に出場してきました。 

２回戦からの登場で、相手は創学館高校でした。開始直後は生徒の緊張もあってか動きに固さが

みられ、オフェンスが上手く機能せず、第１Q終了後は６点リードされる展開となりました。しかし

第２Qではディフェンスも機能しはじめ、リバウンド・ルーズボールをとる回数も増え、それを得点

につなげる状況により１３点リードし前半を終えました。そして後半でも自分達のゲーム展開を継

続することができ、３０点差をつけて勝利することができました。 

翌日、ベスト８をかけた３回戦は山形学院高校との対戦でした。本選手は１回戦とは違って、全

般的に動きもよく、シュート成功率も高く開始５分は食い下がる展開でしたが、相手のスピードの

速さについていけない状況が増えはじめ、またファウルもかさみディフェンスを積極的にできない

こともあいまって大量点を奪われる状況となりました。第２Q 以降も同様の展開となり点差が開き

つつあるなか、３年次生を中心に少ないチャンスを確実に点数につなげる活躍をみせてくれました。

結果としては、６０点差近くをつけられての敗戦となりました。 

今回の大会をもちまして、２０１８－２０１９シーズンが終了し、３年次生が引退となりました。

１０名という本校男子部では多い学年であり、プレーも個性的な集団でした。これからは、それぞ

れの進路に向け、特に学習に力を入れてもらえると思います。また、後輩の１・２年次生１０名は、

今後益々練習に励んでもらい、ベスト１６を超えられる力をつけてもらいたいと期待しています！ 

詳細結果は以下のとおりです。 

 

 

 ２回戦 

                    １２－１８ 

                    ２２－ ３ 

           東桜学館高 ８２ ２４－１５ ５２ 創学館高 

                    ２４－１６ 

           

 

 

３回戦 

                    ２１－３８ 

                    １９－３１ 

           東桜学館高 ６８ １４－２８ １２７ 山形学院高 

                    １４－３０ 

 


